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地
域
住
民
の
た
め
の
病
院
運
営
に
努
め
る
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れん・三叉神経痛に対する微小血管減圧術を多数経験。1979年、
財団法人永頼会（現在は一般財団法人永頼会）松山市民病院に
赴任。脳神経外科部長、副院長を経て、2009年７月より病院長。
2014年７月から社会福祉法人永頼会理事長、2015年１月から一
般財団法人永頼会理事長を兼務。2010年１月から松山市医師会
副会長。担当は地域連携部と学術勤務医病院部。
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祐
司
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一般
財
団
法
人
永
頼
会・松
山
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民
病
院
院
長



トップに聞く

―　　――　　―33

「
市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
病
院
」と
い
う
創
立
精
神
を
今
に
伝
え

地
域
医
療
の
中
核
病
院
と
し
て
安
全
・
安
心
、信
頼
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

　

１
９
５
６
年
（
昭
和
31
年
）
の
開
業
時
か
ら
「
市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
病
院
」
を
掲
げ
、
病
床
数
に
し
て
20
倍

の
規
模
に
発
展
し
た
一
般
財
団
法
人
永
頼
会
（
え
い
ら
い
か
い
）・
松
山
市
民
病
院
が
２
０
１
６
年
６
月
、
創
立
60
周

年
の
節
目
を
迎
え
た
。
前
年
に
は
、
当
面
の
大
規
模
な
施
設
整
備
の
最
後
と
な
る
新
Ｓ
棟
も
オ
ー
プ
ン
し
、
地
域
医

療
の
中
核
病
院
と
し
て
の
体
制
が
拡
充
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
２
０
１
６
年
７
月
に
は
、
救
急
科
の
新
設
に
よ
っ
て
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
機
能
の
充
実
が
図
ら
れ
た
が
、

２
０
１
７
年
春
以
降
も
、
Ｈ
Ｃ
Ｕ
（
ハ
イ
ケ
ア
・
ユ
ニ
ッ
ト
）
の
設
置
や
、
企
業
主
導
型
保
育
所
の
開
設
な
ど
、
さ
ら

な
る
病
院
及
び
付
属
機
能
の
充
実
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
今
号
で
は
、
松
山
市
民
病
院
の
山
本
祐
司
（
や
ま

も
と
・
ゆ
う
じ
）
理
事
長
・
院
長
に
登
場
い
た
だ
き
、
同
病
院
の
理
念
や
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴
、
新
Ｓ
棟
の
施
設
概

要
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

━
━　

松
山
市
民
病
院
は
２
０
１
６

年
、
創
立
60
周
年
の
節
目
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。「
協
同
組
合
立
」
の
病
院
と

し
て
誕
生
し
た
時
は
、
わ
ず
か
20
床
の

病
院
で
し
た
が
、
今
や
病
床
数
で
20
倍
、

ま
さ
に
地
域
医
療
の
中
核
病
院
へ
と
発
展

を
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。
改
め
て
60
星
霜

の
重
み
を
ど
う
感
じ
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

　

山
本　

当
院
は
１
９
５
６
（
昭
和

31
）
年
６
月
、
松
山
市
大
手
町
２
丁
目

の
一
角
に
、
木
造
２
階
建
て
の
20
床
の

病
院
と
し
て
産
ぶ
声
を
上
げ
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
民
主
主
義
の
父
と
も
い
え

る
リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領
は
、「
人
民
の

人
民
に
よ
る
人
民
の
た
め
の
政
治
」
を

掲
げ
ま
し
た
が
、
当
院
も
ま
さ
に
「
市

民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
病
院
」
を
標

榜
し
、
生
活
協
同
組
合
の
病
院
と
し
て

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
歩
み
を
簡
単
に
ご
紹
介
す

る
と
、
戦
後
の
高
度
成
長
の
時
代
、
人

口
増
加
と
地
域
医
療
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

を
受
け
、
当
院
も
規
模
拡
大
の
歴
史
を

積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
１
９

６
１
（
昭
和
36
）
年
、
道
を
隔
て
て
隣

創
立
か
ら
60
年
で
病
床
数
は
20
倍
、医
師
数
は

30
倍
、年
間
総
収
入
は
１
、０
０
０
倍
に
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接
す
る
井
関
農
機
㈱
の
土
地
を
安
価
で

譲
渡
い
た
だ
き
、
こ
こ
に
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
３
階
建
て
１
３
５
床
の
診
療

棟
・
病
棟
が
増
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
東
側
に
５
階
建
て
の

診
療
棟
・
病
棟
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
が
、

創
立
時
の
木
造
病
舎
は
医
局
・
事
務
局

な
ど
が
入
る
管
理
棟
と
な
り
、
現
在
の

鉄
筋
造
の
「
永
頼
会
館
」
へ
と
引
き

継
が
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
当
時
、
井
関

農
機
㈱
専
務
の
薬
師
寺
眞
氏
が
地
元
政

財
界
に
働
き
か
け
、
１
９
６
４
（
昭
和

39
）
年
に
当
院
を
運
営
す
る
財
団
法
人

と
し
て
「
永
頼
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
薬
師
寺
氏
は
そ
の
後
も
会
長
と
し

て
、病
院
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

薬
師
寺
氏
が
命
名
さ
れ
た
永
頼
会

の
「
永
頼
」
と
い
う
言
葉
は
、
儒
教
の

古
典
「
書
経
」
の
大
禹
謨
（
だ
い
う
ぼ

う
）
の
一
節
「
萬
世
永
頼
（
ば
ん
せ
い

え
い
ら
い
）」
を
出
典
と
し
て
い
ま
す
。

舜
帝
が
禹
の
治
水
の
功
績
を
「
地
も
天

も
お
だ
や
か
に
治
ま
り
、
六
府
と
三
事

の
仕
事
が
本
当
に
よ
く
行
わ
れ
た
な
ら

ば
、
そ
れ
は
末
永
く
頼
り
に
な
る
も
と

で
、
そ
れ
こ
そ
汝
の
功
績
で
あ
る
」
と

褒
め
称
え
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。「
永

遠
」
の
「
永
」
に
「
信
頼
」
の
「
頼
」

を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
ま
さ
に
「
永
遠
に

信
頼
さ
れ
続
け
る
病
院
」
を
指
し
示
し

て
い
ま
す
。
薬
師
寺
氏
は
、
こ
の
故
事

に
ち
な
み
、
当
院
も
地
域
住
民
の
た
め

に
か
く
あ
り
た
い
と
の
願
い
を
込
め
ら

れ
た
わ
け
で
す
。

　

そ
の
後
、
１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年

に
は
、
三
番
町
通
り
沿
い
に
地
下
１
階

地
上
７
階
建
て
の
新
病
棟
（
後
の
旧
Ｓ

棟
）
が
増
築
さ
れ
、
こ
れ
で
当
院
の
施

設
整
備
の
一
巡
目
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

１
９
７
４
年
の
新
病
棟
完
成
以
降

は
、
施
設
整
備
に
合
わ
せ
て
診
療
科
の

拡
充
も
加
速
し
ま
し
た
。
泌
尿
器
科
に

小
児
科
、
放
射
線
科
、
歯
科
・
口
腔
外

科
、
形
成
外
科
、
呼
吸
器
科
、
消
化
器

科
、
循
環
器
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
、
心
臓
血
管
外
科
と
相
次
い
で
新

設
さ
れ
、
現
在
25
診
療
科
を
掲
げ
て
お

り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
詳
し
く
は
後
か
ら
ご
紹
介

し
ま
す
が
、
１
９
９
４
（
平
成
６
）
年

に
Ｎ
棟
が
完
成
し
、
２
０
１
４
（
平
成

26
）
年
の
新
Ｓ
棟
の
第
１
期
分
に
続
い

て
、
２
０
１
５
年
に
は
第
２
期
分
を
含

め
全
面
オ
ー
プ
ン
と
な
っ
て
、
当
院
の
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地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
や
地
域
医
療
連
携
室
等
を
活

用
し
、福
祉
・
介
護
も
包
含
す
る
総
合
的
医
療
を

　

━
━　

こ
の
60
年
間
、
創
立
時
の
精

神
は
今
日
に
至
る
ま
で
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
き
た
わ
け
で
す
ね
。

　

山
本　
「
地
域
住
民
の
た
め
に
存
在

す
る
」、「
地
域
に
と
っ
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
病
院
で
あ
り
続
け
る
」
と
い
う

崇
高
な
使
命
感
は
、
ま
さ
し
く
創
立
以

来
の
当
院
の
伝
統
精
神
、Ｄ
Ｎ
Ａ
で
す
。

そ
れ
故
に
、当
院
の
理
念
の
第
一
に
は
、

「
松
山
市
民
病
院
は
地
域
住
民
の
た
め

に
存
在
す
る
」
を
掲
げ
、
基
本
方
針
に

も
「
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
誠
実
な

医
療
」を
明
示
し
て
い
ま
す
。「
地
域
」、

「
住
民
」
と
共
に
歩
み
、
愛
さ
れ
信
頼

さ
れ
続
け
る
こ
と
、
お
役
に
立
ち
続
け

る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
不
変
の
責
任
、

役
割
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
地
域
医
療
に
お
け
る
中
核

病
院
と
し
て
の
機
能
で
す
が
、
高
度
急

性
期
及
び
急
性
期
医
療
に
お
い
て
は
、

専
門
各
診
療
科
の
質
向
上
と
チ
ー
ム
医

療
を
推
進
し
、
ま
た
、
亜
急
性
期
及
び

回
復
期
医
療
で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
や
地
域
医
療
連
携
室
、
訪
問
看
護
課

を
活
用
し
、
福
祉
・
介
護
を
も
包
括
的

か
つ
総
合
的
に
捉
え
た
医
療
が
提
供
で

き
る
急
性
期
病
院
で
あ
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
、
国
が
改
革
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
地
域
医
療
構
想
や
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
背
景
に
は
、「
キ

ュ
ア
（
ｃ
ｕ
ｒ
ｅ
）
か
ら
ケ
ア
（
ｃ
ａ

ｒ
ｅ
）
へ
の
転
換
」
と
い
う
医
療
の
世

界
の
大
き
な
流
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
「
キ
ュ
ア
か
ら
ケ
ア
」
を
換
言
す
る

な
ら
ば
、「
根
本
的
治
療
か
ら
、
Ｑ
Ｏ

施
設
整
備
は
二
巡
目
を
完
了
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
間
60
年
、
事
業
規
模
で
い
う
な

ら
ば
、
20
床
だ
っ
た
病
床
数
は
20
倍
の

４
３
２
床
、
３
人
だ
っ
た
医
師
数
は
30

倍
の
90
人
超
、
９
６
０
万
円
だ
っ
た
年

間
総
収
入
は
１
、
０
０
０
倍
の
約
96
億

円
に
ま
で
発
展
を
遂
げ
、
今
で
は
地
域

の
中
核
病
院
と
し
て
主
に
急
性
期
医
療

を
担
う
に
至
っ
て
い
ま
す
。
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Ｌ
（
生
活
の
質
）
を
高
め
る
た
め
の
全

人
的
な
医
療
へ
」、
或
い
は
、「
医
師
中

心
の
治
療
か
ら
、
医
師
や
看
護
師
、
介

護
福
祉
士
な
ど
、
多
領
域
・
多
職
種
に

よ
る
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
」
の
転
換

を
意
味
し
ま
す
。

　

特
に
急
速
に
進
む
高
齢
化
社
会
に
お

い
て
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
て
い
く
た
め
に
は
、
急
性
期
か
ら
回

復
期
へ
と
移
行
す
る
際
、
患
者
さ
ん
を

自
宅
や
介
護
福
祉
施
設
等
に
ど
の
よ
う

に
効
率
よ
く
、
し
か
も
、
満
足
度
高
く

送
り
出
し
て
い
け
る
か
が
鍵
を
握
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

従
っ
て
、
病
床
機
能
の
分
化
に
お
い

て
、
そ
う
し
た
患
者
さ
ん
の
受
け
皿
と

な
る
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
や
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
病
棟
が
非
常
に
大
切
で
す
。

「
急
性
期
・
回
復
期
・
慢
性
期
病
床
の

分
布
を
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
型
か
ら
ヤ
ク
ル

ト
型
に
転
換
す
る
」
と
い
う
の
は
、
ま

さ
に
こ
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
従
来
は

ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
の
よ
う
に
真
ん
中
の
回

復
期
病
床
が
細
か
っ
た
の
を
、
ヤ
ク
ル

ト
の
器
の
よ
う
に
太
く
し
よ
う
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

こ
の
点
、
当
院
は
２
０
１
４
年
春
に



トップに聞く

―　　――　　―37

「
地
域
連
携
シ
ス
テ
ム
」や「
電
子
カ
ル
テ
」、「
物
品
管

理
シ
ス
テ
ム
」な
ど
の
Ｉ
Ｔ
化
に
も
積
極
的
に
対
応

　

━
━　

そ
の
他
、
松
山
市
民
病
院
が

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
、
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
こ
と
は
。

　

山
本　

当
院
が
２
０
１
２
年
１
月
か

ら
整
備
を
進
め
て
い
る
「
地
域
連
携
シ

ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
こ

れ
は
、
当
院
に
受
診
歴
が
あ
る
患
者
さ

ん
の
画
像
や
検
査
デ
ー
タ
、
投
薬
・
点

滴
内
容
、
書
類
等
の
医
療
情
報
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
登
録
医
療
機
関
が

閲
覧
で
き
る
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
現
在
、
49
の
医

療
機
関
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

共
診
・
対
診
関
係
に
あ
る
患
者
さ
ん
の

医
療
情
報
を
共
有
で
き
、
紹
介
後
に
入

院
と
な
っ
た
患
者
さ
ん
の
経
過
追
跡
等

が
可
能
と
な
る
た
め
、
患
者
さ
ん
の
負

担
軽
減
や
満
足
度
の
向
上
に
つ
な
が

り
、
よ
り
良
質
で
効
果
的
か
つ
継
続
的

な
医
療
を
実
現
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｔ
化
で
は
、
２
０
１
４
年

４
月
か
ら
、「
電
子
カ
ル
テ
」
も
稼
働

し
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
で
取
り
組
む
医

療
者
間
の
情
報
共
有
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
新
設
す
る
と
と

も
に
、リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
を
拡
充
し
、

疾
患
の
急
性
期
治
療
後
の
リ
ハ
ビ
リ
や

在
宅
復
帰
支
援
を
中
心
と
し
て
、
入
院

期
間
60
日
間
を
上
限
に
患
者
さ
ん
を
手

厚
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ム
ー
ズ
な
在
宅
復
帰
や
施

設
入
所
等
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
上

で
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が

地
域
医
療
連
携
室
で
す
。当
院
の
場
合
、

医
師
や
事
務
員
は
も
ち
ろ
ん
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
有
す
る
看
護

師
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
（
Ｍ
Ｓ
Ｗ
）
と
い
う
医
療
・
介
護
に

通
じ
る
プ
ロ
の
相
談
員
も
含
め
て
14
名

の
体
制
を
構
築
し
、
病
院
と
地
域
社
会

の
つ
な
ぎ
役
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
高

齢
社
会
が
進
展
す
る
中
に
あ
っ
て
、
こ

う
し
た
領
域
で
地
域
社
会
を
し
っ
か
り

下
支
え
す
る
こ
と
は
、
我
々
に
課
せ
ら

れ
た
重
要
な
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
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優
秀
な
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保

に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

山
本　

医
療
の
高
度
化
や
複
雑
化
、

患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
に

伴
い
、
医
療
現
場
で
は
、
全
国
的
に
医

女
性
を
含
め
て
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
整
備
に
努
め
、優
秀
な
人
材
を
確
保

わ
れ
る
た
め
、
医
療
の
安
全
性
と
効
率

性
を
確
保
で
き
る
上
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
の
接

続
に
よ
り
、
病
院
経
営
に
も
資
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
マ
ン
パ
ワ
ー
の
面
で

も
、
仕
事
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
こ
と

で
、
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
に
よ
り
多
く
の

時
間
を
か
け
ら
れ
、
満
足
度
の
向
上
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
「
物
品
管
理
シ
ス

テ
ム
」
の
こ
と
で
、
当
院
で
は
、
従
来

は
伝
票
で
行
っ
て
い
た
医
療
材
料
の

医
事
請
求
や
物
品
の
管
理
、
発
注
関
係

の
事
務
作
業
を
シ
ス
テ
ム
化
し
て
い
ま

す
。
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
医
療
の

安
全
性
の
確
保
に
加
え
て
、
コ
ス
ト
削

減
や
原
価
管
理
等
に
よ
り
、
経
営
健
全

化
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年

師
や
看
護
師
が
不
足
し
て
お
り
、
特
に

地
方
で
は
、
医
師
等
の
都
会
志
向
が
地

域
医
療
弱
体
化
の
一
因
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
厳
し
い
環
境
下
、
当

院
で
は
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
維

か
ら
は
、「
Ｄ
Ｐ
Ｃ
（
診
断
群
分
類
別

包
括
評
価
）
制
度
」
を
導
入
し
、
医
療

の
標
準
化
・
効
率
化
の
進
展
、
医
療
の

質
と
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
ほ

か
、
２
０
１
１
年
か
ら
は
、
県
指
定
の

「
が
ん
診
療
連
携
推
進
病
院
」
に
も
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
が
ん
診
療
連
携
拠

点
病
院
と
連
携
し
、
機
能
の
補
完
を
し

な
が
ら
、
専
門
的
な
が
ん
医
療
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
が
ん
診
療
の

連
携
協
力
体
制
の
構
築
の
一
翼
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
脳
卒
中
や
大
腿
骨
頸
部
骨

折
の
地
域
連
携
パ
ス
の
活
用
は
、
治
療

の
標
準
化
や
安
全
で
質
の
高
い
医
療
の

提
供
、
医
療
従
事
者
の
連
携
に
よ
る
チ

ー
ム
医
療
の
実
践
、
業
務
の
効
率
化
な

ど
の
効
果
を
生
ん
で
い
ま
す
。
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持
・
拡
充
す
る
た
め
、
様
々
な
施
策
を

講
じ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
医
療
の
質
を
高
め
な
が
ら

現
場
が
疲
弊
す
る
こ
と
な
く
、
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
働
き
や
す

い
職
場
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
一
つ
に

は
、
職
員
の
勤
務
を
４
週
６
休
の
シ
フ

ト
制
に
移
行
し
、
土
曜
日
の
外
来
診
療

を
新
患
・
予
約
患
者
の
み
に
調
整
・
縮

減
す
る
と
と
も
に
、
病
棟
・
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の

看
護
師
の
勤
務
を
４
週
８
休
制
と
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
看
護
師
の
確
保
に
加
え
、

当
院
は
常
勤
医
師
の
約
３
割
を
女
性
が

占
め
る
な
ど
、
女
性
医
師
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
産
休
・
育
休
制
度

は
も
ち
ろ
ん
、
時
短
勤
務
制
度
も
取
り

入
れ
、
結
婚
や
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
、

介
護
な
ど
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

た
多
様
な
働
き
方
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
２

年
に
は
院
内
保
育
所
「
え
い
ら
い
キ
ッ

ズ
」
も
開
設
し
、
定
員
25
名
枠
で
女
性

医
師
や
看
護
師
等
の
子
育
て
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
研
修
医
の
確
保
対
策
と
し

て
は
、
待
遇
面
の
改
善
や
積
極
的
な
勧

誘
活
動
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
責
任
者
へ
の
若

手
医
師
の
登
用
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
守
秘
義
務
を
守
り
な
が
ら

患
者
さ
ん
に
寄
り
添
う
臨
床
心
理
士
の

採
用
は
、
患
者
さ
ん
の
満
足
度
向
上
に

加
え
、
医
師
や
看
護
師
が
安
心
し
て
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
２
０
１
４
年
に
は
、
医
療

秘
書
課
を
新
設
し
ま
し
た
。
診
断
書
等

の
文
書
作
成
補
助
、
診
療
録
へ
の
代
行

入
力
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
準
備
な
ど

に
当
た
る
医
療
ク
ラ
ー
ク
（
医
師
事
務

作
業
補
助
者
）
の
配
置
に
よ
り
、
医
師

の
事
務
作
業
が
軽
減
さ
れ
る
の
で
医
師

は
診
療
に
専
念
で
き
ま
す
し
、
質
の
高

い
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　

新
し
い
組
織
と
し
て
は
、
訪
問
看
護

課
も
２
０
１
３
年
に
新
設
し
ま
し
た
。

当
院
の
入
院
患
者
に
占
め
る
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
割
合
は
62
％
、
外
来
患
者

は
お
よ
そ
54
％
と
、
高
齢
者
比
率
が
高

い
上
、
最
近
は
特
に
高
齢
者
夫
婦
世
帯

や
独
居
世
帯
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
訪

問
看
護
課
で
は
、
こ
う
し
た
方
々
の
通

院
中
や
退
院
後
の
不
安
を
少
し
で
も
軽
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松
山
市
民
病
院
は
、
病
院
群

輪
番
制
に
よ
る
２
次
救
急
医
療
体
制
の

中
核
を
担
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
２
０
１

６
年
７
月
に
は
、
専
門
の
新
任
医
師
を

迎
え
、
救
急
科
を
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
本　

当
院
は
１
９
６
４
年
に
救
急

病
院
の
指
定
を
受
け
、
50
年
以
上
に
わ

た
っ
て
救
急
医
療
の
一
翼
を
担
っ
て
き

ま
し
た
が
、
そ
の
ニ
ー
ズ
は
年
々
高
ま

っ
て
お
り
、
こ
こ
５
年
の
平
均
で
い
え

ば
、救
急
患
者
は
年
間
１
万
人
を
超
え
、

救
急
車
台
数
も
年
間
３
、
０
０
０
台
に

達
す
る
勢
い
で
す
。
救
急
当
番
日
に
は

１
日
平
均
70
台
前
後
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
内
訳
で
は
、
高
齢
者
の
増

加
が
顕
著
で
、
内
科
系
疾
患
が
多
く
を

占
め
ま
す
。

　

救
急
患
者
が
増
加
す
る
中
、
現
場
で

は
常
に
緊
急
の
判
断
が
必
要
と
な
り
、

２
０
１
６
年
７
月
、専
門
医
を
招
い
て
救
急
科
を

新
設
し
、プ
ラ
イ
マ
リ
ー
機
能
の
充
実
を
図
る

救
急
専
門
医
と
と
も
に
ト
リ
ア
ー
ジ
ナ

ー
ス
の
存
在
も
大
切
に
な
る
こ
と
か

ら
、
当
院
で
は
、
救
急
看
護
認
定
看
護

師
が
中
心
と
な
っ
て
人
材
育
成
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
日
に
１
回
の
救
急
当
番
日

を
当
院
単
独
で
担
っ
て
い
ま
す
が
、
２

０
１
５
年
か
ら
は
救
急
病
床
を
設
置

し
、
対
応
可
能
な
看
護
師
配
置
で
治
療

に
当
た
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
入
院

患
者
の
重
症
度
や
医
療
・
看
護
の
必
要

度
を
的
確
に
分
析
し
、
そ
れ
に
応
じ
た

患
者
さ
ん
の
集
約
、
配
分
を
行
う
こ
と

は
、
総
体
的
に
医
療
の
質
を
高
め
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。

　

救
急
医
療
の
現
場
で
は
、
対
応
困
難

事
例
も
増
え
て
き
て
お
り
、
警
察
の
介

入
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
ほ
か
、
ベ
ー

ス
に
う
つ
病
が
あ
る
精
神
科
事
例
も
多

減
し
、
患
者
さ
ん
や
家
族
が
希
望
す
る

住
み
慣
れ
た
地
域
や
自
宅
で
療
養
生
活

が
送
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。
病

院
の
訪
問
看
護
と
い
う
強
み
を
活
か

し
、
医
師
と
の
連
携
を
密
に
す
る
こ
と

で
、
異
常
の
早
期
発
見
や
早
期
対
応
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
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く
、
薬
の
多
量
服
用
に
よ
る
中
毒
や
虐

待
な
ど
の
深
刻
な
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴

い
、
肺
炎
や
転
倒
に
よ
る
骨
折
な
ど
も

増
加
傾
向
に
あ
り
、
救
急
は
ま
さ
に
現

代
社
会
が
抱
え
る
課
題
の
縮
図
と
い
え

ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
２
０
１
６
年
７
月
、

救
急
診
療
、
一
般
外
科
を
専
門
と
し
、

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会
認
定
指

導
医
で
も
あ
る
小
田
原
一
哉
医
師
を
迎

え
、
救
急
科
を
新
設
し
ま
し
た
。
小
田

原
医
師
は
地
域
医
療
連
携
室
の
副
室
長

も
兼
任
し
、
開
業
医
の
先
生
方
と
の
顔

の
見
え
る
連
携
に
も
取
り
組
ん
で
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

　

診
療
科
に
よ
っ
て
は
、
手
術
日
や
休

診
日
な
ど
で
、
即
時
の
対
応
が
で
き
か

ね
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
救
急
科

が
初
療
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
よ
り
、

ス
ム
ー
ズ
な
患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｓ
棟
新

築
に
伴
い
、
Ｅ
Ｒ
（
救
急
科
）
セ
ン
タ

ー
の
救
急
車
専
用
口
か
ら
東
部
分
が
改

修
さ
れ
た
こ
と
も
、
よ
り
迅
速
な
対
応

を
可
能
に
し
ま
し
た
。
今
後
も
救
急
医

療
に
対
す
る
社
会
的
要
請
に
応
え
、
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
と
と
も
に
、
時
間
外
で
の
積
極
的
な

受
け
皿
と
し
て
の
役
割
を
考
慮
し
な
が

ら
、
さ
ら
に
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
Ｓ
棟
は
最
新
の
免
震
構
造
を
採
用
し
、医
療

機
能
の
拡
充
と
利
便
性
、快
適
性
を
実
現

　

━
━　

さ
て
、
最
初
に
言
及
さ
れ
た

新
Ｓ
棟
に
つ
い
て
、
そ
の
施
設
の
特
徴

や
機
能
な
ど
を
ご
紹
介
下
さ
い
。

　

山
本　

Ｓ
棟
新
築
構
想
の
最
中
、
２

０
１
１
年
３
月
11
日
に
は
東
日
本
大
震

災
が
発
生
し
、
東
北
地
方
を
中
心
に
激

し
い
揺
れ
と
巨
大
津
波
に
襲
わ
れ
た
地

域
に
お
い
て
、
機
能
不
全
と
な
ら
な
か

っ
た
基
幹
病
院
は
、
高
台
に
あ
っ
て
免

震
構
造
を
備
え
た
施
設
の
み
で
し
た
。

そ
こ
で
、
入
院
患
者
さ
ん
等
の
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
大
災
害

時
も
医
療
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た

せ
る
よ
う
に
と
、
新
Ｓ
棟
は
最
新
の
免
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震
構
造
を
採
用
し
ま
し
た
。
そ
の
根
底

に
あ
っ
た
の
は
、
万
一
被
災
し
て
も
、

地
域
の
安
全
・
安
心
・
信
頼
に
応
え
ら

れ
る
「
市
民
の
た
め
の
病
院
た
れ
」
と

い
う
当
院
一
同
の
強
い
思
い
で
し
た
。

　

７
階
建
て
の
新
Ｓ
棟
の
主
な
階
層
別

構
成
は
、
１
階
が
総
合
受
付
と
Ｃ
Ｔ
や

Ｍ
Ｒ
Ｉ
等
の
画
像
セ
ン
タ
ー
、
地
域
医

療
連
携
室
、
中
央
材
料
室
、
防
災
セ
ン

タ
ー
等
、
２
階
が
内
視
鏡
・
超
音
波
セ

ン
タ
ー
と
内
科
・
神
経
内
科
診
療
室
、

中
央
処
置
室
、
相
談
室
等
、
３
階
が
手

術
室
と
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル

室
、
病
理
検
査
室
等
で
、
４
階
か
ら
７

階
は
病
床
と
な
っ
て
い
ま
す
。
４
階
以

上
で
は
、
４
階
に
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

及
び
リ
ハ
ビ
リ
テ
ラ
ス
、
５
階
に
血
液

浄
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

内
視
鏡
・
超
音
波
セ
ン
タ
ー
は
、
廊

下
も
広
々
と
な
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

守
れ
る
よ
う
個
室
と
な
っ
て
い
る
上
、

特
に
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
や
気
管
支
鏡
を
施
行
す

る
部
屋
は
非
常
に
広
く
、
多
人
数
の
医

師
が
ス
ト
レ
ス
な
く
処
置
を
施
行
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
等
の
冠

動
脈
疾
患
や
心
不
全
等
の
心
疾
患
の
検

査
・
治
療
を
行
う
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
室

に
は
、
同
時
２
方
向
撮
影
が
可
能
な
最

新
の
バ
イ
プ
レ
ー
ン
装
置
を
導
入
し
た

こ
と
で
、
よ
り
少
量
の
造
影
剤
使
用
で

検
査
加
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、３
階
の
手
術
室
全
７
室
は
、

鏡
視
下
手
術
に
対
応
で
き
る
よ
う
天
吊

り
式
３
面
モ
ニ
タ
ー
を
標
準
装
備
し
、

術
中
透
視
に
対
す
る
放
射
線
シ
ー
ル
ド

も
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
汎
用
性
と
ス

ペ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
性
が
向
上
し
ま

し
た
。
全
室
が
旧
手
術
室
よ
り
格
段
に

広
い
上
、
３
室
は
清
浄
度
が
特
に
高
い

ク
ラ
ス
１
０
０
の
バ
イ
オ
ク
リ
ー
ン
ル

ー
ム
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
よ
り
一
層

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
や
感
染
の
防
止
が

図
ら
れ
ま
す
。

　

新
Ｓ
棟
は
最
新
の
機
器
の
導
入
や
医

療
ス
タ
ッ
フ
が
ス
キ
ル
を
最
大
限
発
揮

で
き
る
構
造
上
の
配
慮
に
加
え
て
、
患

者
さ
ん
に
も
と
て
も
優
し
く
快
適
な
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

正
面
玄
関
に
は
、
高
齢
者
や
車
椅
子

の
方
が
乗
り
降
り
し
や
す
い
よ
う
に
車

寄
せ
を
新
設
し
、
正
面
玄
関
を
入
っ
た



トップに聞く

―　　――　　―43

　

━
━　

松
山
市
民
病
院
の
医
療
サ
ー

ビ
ス
や
職
場
環
境
の
整
備
と
い
う
点

で
、計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　

山
本　

今
、
全
国
の
死
亡
数
は
年
間

１
３
０
万
人
に
上
り
、
そ
の
う
ち
80
％

が
病
院
死
で
す
が
、
２
０
３
０
年
に
は

年
間
１
６
０
万
人
と
い
う「
多
死
社
会
」

地
域
の
産
科
医
療
を
支
え
る
た
め
産
科
の
再
開
を
計
画

し
、２
０
１
７
年
に
は
企
業
主
導
型
保
育
所
の
開
設
も

に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
倫

理
の
議
論
と
と
も
に
、
医
療
費
の
無
駄

遣
い
や
終
末
期
医
療
の
在
り
方
が
問
わ

れ
、
在
宅
・
施
設
で
の
看
取
り
へ
の
移

行
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
、
出
生
数
は
年
間
１
０
０

万
人
を
切
ろ
う
と
し
て
お
り
、
死
亡
数

と
の
差
が
30
万
人
を
超
え
、
我
が
国
は

中
央
の
吹
き
抜
け
ホ
ー
ル
は
、
ガ
ラ
ス

張
り
で
透
明
感
の
あ
る
明
る
い
空
間
を

演
出
し
、
奥
に
は
緑
の
中
庭
が
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
が
置

か
れ
た
中
庭
は
、
ま
さ
に
患
者
さ
ん
や

ご
家
族
の
憩
い
と
癒
や
し
の
ス
ペ
ー
ス

と
な
っ
て
お
り
、
お
見
舞
い
に
こ
ら
れ

た
ご
家
族
と
楽
し
く
歓
談
、
飲
食
さ
れ

る
光
景
も
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

新
Ｓ
棟
は
三
番
町
筋
の
正
面
玄
関
か

ら
と
タ
ワ
ー
パ
ー
キ
ン
グ
の
あ
る
東
口

の
両
方
か
ら
、
１
階
ホ
ー
ル
に
入
っ
て

く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
既
存
の
Ｎ
棟

と
は
７
階
ま
で
す
べ
て
の
階
が
連
絡
通

路
で
つ
な
が
り
、
患
者
搬
送
や
職
員
の

移
動
が
し
や
す
い
動
線
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
各
所
に
配
さ
れ
た

階
層
を
表
示
す
る
サ
イ
ン
で
、
１
階
は

松
山
城
、
２
階
は
坊
っ
ち
ゃ
ん
列
車
、

４
階
は
正
岡
子
規
、
７
階
は
道
後
温
泉

な
ど
、
各
階
い
ず
れ
も
松
山
市
を
象
徴

す
る
サ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

患
者
さ
ん
等
の
利
便
性
を
考
え
て
院
内

コ
ン
ビ
ニ
を
新
設
し
ま
し
た
。
病
院
内

へ
の
出
店
は
愛
媛
県
初
と
な
る
「
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
」
が
、
病
院
店
の
特
徴
を

活
か
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
接
客
サ
ー

ビ
ス
を
心
掛
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
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深
刻
な
人
口
減
少
に
陥
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
併
せ
て
少
子
化
で
す
か
ら
当
然
、

就
労
人
口
も
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
お

り
、
人
口
減
少
対
策
の
中
核
を
な
す
子

育
て
支
援
で
は
、
働
き
な
が
ら
安
心
し

て
子
育
て
で
き
る
環
境
整
備
に
加
え

て
、
仕
事
に
復
帰
で
き
る
就
労
環
境
の

整
備
や
リ
タ
イ
ヤ
後
の
再
雇
用
の
促
進

な
ど
に
よ
る
労
働
力
の
確
保
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
点
、
愛
媛
は
特
に
、
人
口
当
た

り
の
新
規
の
若
手
産
婦
人
科
医
が
少
な

く
、全
国
で
も
ワ
ー
ス
ト
５
に
入
る
中
、

産
科
・
周
産
期
医
療
者
の
確
保
に
向
け

た
中
長
期
的
展
望
は
ほ
と
ん
ど
開
か
れ

て
い
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
、
１
次
施
設

（
診
療
所
）
か
ら
周
産
期
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
高
次
施
設
へ
多
様
な
妊
産
婦
症
例

が
集
中
し
、
勤
務
医
療
者
の
疲
弊
を
き

た
し
て
い
ま
す
。
ロ
ー
リ
ス
ク
分
娩
や

正
常
分
娩
を
扱
う
２
次
施
設
（
産
婦
人

科
医
３
～
５
名
、
助
産
師
８
～
10
名
）

も
足
り
て
い
な
い
実
情
が
あ
り
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
創
立
間
も
な
い
１
９
６

１
（
昭
和
36
）
年
に
産
婦
人
科
を
新
設

し
ま
し
た
が
、
少
子
化
の
流
れ
の
中
、

２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
に
産
科
が
休

診
・
閉
鎖
と
な
り
、
現
在
は
婦
人
科
外

来
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

地
域
の
産
科
医
療
の
弱
体
化
が
進
む

中
、
中
核
的
な
役
割
を
果
た
す
当
院
と

し
て
も
、
こ
の
分
野
で
の
地
域
貢
献
は

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
べ
き
命
題
と
捉
え
て
お

り
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
産
科
を
復
活

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
育
て
支
援
に
関
連
し
て

は
、
当
時
の
財
団
法
人
永
頼
会
が
１
９

６
７
（
昭
和
42
）
年
に
「
松
山
中
央
乳

児
保
育
園
」
を
開
園
し
て
お
り
、
２
０

１
７
年
に
丁
度
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。２
０
１
４
年
８
月
に
は
、

運
営
母
体
が
社
会
福
祉
法
人
永
頼
会
へ

移
行
し
、
私
を
理
事
長
と
す
る
新
体
制

下
、
園
舎
の
建
て
替
え
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
木
の
ぬ
く
も
り
の
中
で
親
子
が
集

い
、
子
育
て
相
談
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

も
設
け
る
な
ど
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合

致
し
た
保
育
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
先
に
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、

当
院
に
は
院
内
保
育
所
「
え
い
ら
い
キ
ッ

ズ
」
が
あ
り
ま
す
。
政
府
は
少
子
化
・

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
企
業
主
導
型

保
育
所
の
整
備
支
援
に
予
算
を
重
点
配
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少
子
化
と
同
時
に
進
行
す
る

超
高
齢
化
対
策
と
い
う
観
点
か
ら
の
取

り
組
み
は
。

　

山
本　

当
院
は
Ｊ
Ｒ
松
山
駅
や
伊
予

鉄
大
手
町
駅
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い

ゾ
ー
ン
に
立
地
し
て
い
ま
す
が
、
近
年

は
生
活
の
利
便
性
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な

ど
の
観
点
か
ら
、
松
山
市
内
中
心
部
の

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
等
に
住
み
替
え
す
る

高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
し
、
野
志
克

仁
市
長
も
「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
」
に
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

今
後
、
高
齢
者
が
増
え
て
い
く
「
ま
ち

な
か
」
に
安
全
・
安
心
と
信
頼
の
医
療

地
域
医
療
の
総
合
力
を
一
層
高
め
、時
代
を
先
取

り
す
る
意
気
込
み
で「
病
院
改
革
」の
継
続
を

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
ま
さ

に
当
院
の
重
要
な
使
命
の
一
つ
で
す
。

　

高
齢
患
者
さ
ん
の
入
院
医
療
で
は
、

前
述
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
や
地
域

医
療
連
携
室
、訪
問
看
護
課
を
活
用
し
、

福
祉
・
介
護
を
も
包
括
的
、
総
合
的
に

捉
え
た
地
域
医
療
の
提
供
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
高
齢
の
救
急
患
者
を
含
め
た

重
症
者
対
応
の
一
環
と
し
て
は
、
Ｈ
Ｃ

Ｕ
（
ハ
イ
ケ
ア
・
ユ
ニ
ッ
ト
）
10
床
を

申
請
し
て
お
り
、
２
０
１
７
年
３
月
か

ら
の
稼
働
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
大
き
な
手
術
の
術
後
患
者
さ
ん
や

院
内
で
病
状
が
急
変
、
悪
化
し
た
人
な

分
し
て
お
り
、
当
院
も
２
０
１
６
年
度
の

補
助
事
業
に
申
請
済
で
現
在
、
病
院
の

隣
接
地
に
園
庭
を
備
え
た
企
業
主
導
型

保
育
所
の
整
備
計
画
が
進
行
中
で
す
。

　

２
０
１
７
年
11
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目

指
し
て
お
り
、
定
員
は
今
の
院
内
保
育

所
の
２
倍
以
上
の
72
名
と
な
り
、
病
児

保
育
も
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。
基
本
は

当
院
で
働
く
医
師
や
看
護
師
、
事
務
員

等
の
子
育
て
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
施
設

と
な
り
ま
す
が
、
地
域
枠
も
設
け
、
当

院
関
係
者
以
外
の
お
子
さ
ん
も
預
か
る

予
定
で
す
。
当
院
の
ス
タ
ッ
フ
は
も
ち

ろ
ん
、
地
域
の
若
い
人
々
に
と
っ
て
も

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
一
助
に
な

る
こ
と
は
、
多
少
の
コ
ス
ト
を
背
負
っ

て
も
非
常
に
や
り
が
い
の
あ
る
取
り
組

み
で
す
。
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ど
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
て
集
約
化
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
Ｈ
Ｃ
Ｕ
10
床
も
受
け
皿

と
し
て
サ
ブ
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

Ｓ
棟
の
新
築
に
よ
り
、
当
面
は
大
規

模
な
ハ
ー
ド
の
整
備
は
完
了
し
、
質
の

高
い
総
合
的
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
体
制
も
ほ
ぼ
整
い
ま
し
た
。
今
後

は
、
先
述
し
た
産
科
の
再
開
な
ど
、
一

部
不
足
す
る
機
能
を
充
足
さ
せ
、
地
域

医
療
の
総
合
力
を
よ
り
一
層
高
め
る
と

と
も
に
、
少
子
高
齢
化
社
会
を
背
景
と

し
た
疾
病
構
造
の
変
化
に
も
敏
感
に
対

応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

時
代
の
要
請
や
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
変
化

は
速
く
激
し
い
だ
け
に
、
時
代
を
先
取

り
す
る
意
気
込
み
で
「
病
院
改
革
（
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）」
を
継
続
し
て
は
じ

め
て
、
当
院
が
地
域
の
皆
さ
ん
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
り
続
け
ら
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

━
━　

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
地
域
医
療
の
重

要
な
担
い
手
と
し
て
、
松
山
市
民
病
院

が
今
後
ま
す
ま
す
発
展
、
進
化
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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◎
松
山
市
民
病
院
が
８
日
に
１
回
、

救
急
指
定
病
院
を
単
独
で
担
う
日
を
中

心
に
、
急
患
を
搬
送
す
る
救
急
車
を
受

け
入
れ
る
台
数
は
、
こ
こ
５
年
の
年
平

均
で
２
、
８
６
５
台
に
上
る
。
１
日
で

平
均
70
台
前
後
の
受
け
入
れ
と
な
り
、

24
時
間
で
考
え
る
と
、
20
分
お
き
に
救

急
車
が
Ｅ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
専
用
口
に
到

着
す
る
計
算
に
な
る
。

　

58
歳
の
筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
救
急
車

の
お
世
話
に
な
っ
た
の
は
、
10
年
ほ
ど

前
の
清
掃
奉
仕
活
動
の
際
、
雑
草
等
の

回
収
に
来
た
ト
ラ
ッ
ク
荷
台
の
鉄
製
の

扉
が
右
足
甲
に
落
下
。
裂
傷
と
骨
折
の

重
傷
を
負
っ
た
時
の
１
度
切
り
の
た
め

（
こ
の
時
の
搬
送
先
は
奇
遇
に
も
松
山

市
民
病
院
）、
そ
こ
ま
で
救
急
搬
送
が

多
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
だ
け
に
、
山

本
祐
司
院
長
が
示
さ
れ
た
数
字
に
は
正

直
驚
か
さ
れ
た
。

　

救
急
指
定
日
等
に
は
、
20
分
お
き
に

救
急
車
が
専
用
口
に
乗
り
つ
け
ら
れ

る
。
し
か
も
、
一
部
を
除
い
て
９
割
以

上
は
重
病
傷
患
者
な
ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ

に
疾
病
や
仮
我
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

救
急
の
現
場
は
多
様
な
処
置
を
迅
速
か

つ
的
確
に
施
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

次
か
ら
次
へ
と
急
患
が
搬
送
さ
れ
て
く

る
の
で
、
息
継
ぐ
暇
も
な
い
よ
う
な
日

も
少
な
く
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

先
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の

医
療
機
関
が
津
波
に
飲
み
込
ま
れ
、
或

い
は
、
激
し
い
揺
れ
に
倒
壊
し
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
病
院
が
限
ら

れ
る
中
、
地
元
の
医
師
や
看
護
師
等
は

限
ら
れ
た
施
設
、
機
材
、
医
薬
品
を
使

い
、
不
眠
不
休
で
被
災
者
の
診
療
に
当

た
っ
た
。
自
身
も
家
を
流
さ
れ
、
家
族

や
友
人
等
を
失
っ
た
医
師
等
も
少
な
く

は
な
か
っ
た
そ
う
だ
が
、
彼
ら
は
被
災

者
を
何
よ
り
も
優
先
し
、
医
療
機
関
や

避
難
所
等
で
懸
命
に
働
い
た
。
こ
う
し

た
話
は
後
日
譚
と
し
て
伝
え
ら
れ
、
国

民
に
涙
と
感
動
を
呼
ん
だ
。

　

こ
れ
は
大
規
模
災
害
と
い
う
「
非
日

常
」の
中
で
の
出
来
事
だ
が
、実
は
「
日

常
」
の
医
療
現
場
に
お
い
て
も
、
先
述

し
た
よ
う
な
苛
酷
と
も
い
え
る
激
務
が

日
々
、
ど
こ
か
で
続
い
て
い
る
。
そ
れ

が
「
仕
事
」
で
あ
る
と
は
い
え
、
頭
が

下
が
る
思
い
を
禁
じ
得
な
い
。

　

特
に
松
山
市
民
病
院
の
場
合
、「
市

民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
病
院
」
と
い

う
崇
高
な
理
念
の
下
に
誕
生
し
、
60
星

霜
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
使
命
感
と
基
本

理
念
を
脈
々
と
継
承
し
て
き
た
。
今
も

そ
れ
が
同
病
院
に
し
っ
か
り
と
根
付
い

て
い
る
こ
と
は
、
熱
く
語
ら
れ
る
山
本

院
長
の
語
気
か
ら
切
々
と
伝
わ
っ
て
き

た
し
、
一
緒
に
院
内
の
一
部
を
回
ら
せ

て
い
た
だ
い
た
際
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

言
動
か
ら
も
見
て
取
れ
た
。

　

水
や
電
気
、
通
信
等
は
代
表
的
な

「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」
だ
が
、
実
は
医
療

も
な
く
て
は
な
ら
な
い
「
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
」
で
あ
る
。
多
様
か
つ
高
度
な
医
療

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
地
域
で

は
、
そ
れ
が
空
気
の
よ
う
に
あ
っ
て

当
た
り
前
の
存
在
か
も
し
れ
な
い
が
、

「
医
療
過
疎
」
地
域
で
は
、
住
民
の
誰

も
が
「
当
た
り
前
」
を
ど
ん
な
に
渇
望

し
て
い
る
こ
と
か
。

　
「
地
域
医
療
」
を
支
え
る
上
で
は
、

国
や
自
治
体
の
積
極
的
な
関
与
も
大
切

に
な
る
が
、
現
場
を
預
か
る
の
は
地
域

に
密
着
し
た
医
療
機
関
そ
の
も
の
で
あ

る
。
松
山
市
民
病
院
の
よ
う
に
、「
市

民
の
た
め
」
を
胸
に
刻
み
、
質
の
高
い

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
頑

張
っ
て
く
れ
る
病
院
が
あ
る
こ
と
は
大

変
あ
り
が
た
い
。


